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●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。※　　�内はロットNo.表示位置を示します。
■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
! 注  意 …�取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が

想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。
! 注　意

●取付けは対応する人数で行ってください。思わぬケガをするおそれがあります。
●�枠・障子の外れや脱落の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・�必ず指定の取付けねじを指定の本数使用してください。
・開口部の水勾配が1°以上の場合は、右図のように下枠補強材が水平になるよ
うに調整材などを張付けてください。

・�障子の建込み後、赤色表示が見える場合は、障子と上枠レールの掛かりが少な
い状態です。赤色表示が見えなくなるまで、必ず建付け調整を行ってください。
障子が脱落するおそれがあります。

・樹脂額縁下面へ下枠補強材を固定する際は、必ず樹脂額縁から窓台ま
での高さを確認し、ⓓ高さ調整パイプを差込み樹脂額縁面と同じ高さ
にしてねじ固定をしてください。

・下枠補強材の取付穴加工は窓台上面まで行ってください。
・額縁にねじで固定後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。
・アルミ額縁の場合は下記事項をお守りください。
i）別売品のⓖウェルナットをご使用ください。
i）�枠を別売品のⓗ皿小ねじで固定する際、2N・m｛20kgf・cm｝以下
のトルクで締付けてください。

・外窓にアングルがない場合は、事前に右記a寸法を採寸し、別売品の「高
さ調整パイプ」を手配し、ご使用してください。

●アルミ四方額縁が取付されている場合は、必ず別売品の「アルミ額縁用取付ねじ
セット」をご使用してください。枠が額縁に確実に固定できず外れるおそれがあります。
●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・調整材を使用した場合、必ずⓕコーキング材で下枠補強材の排水弁をふさがないように充てんして
ください。

・下枠補強材を固定する際は、必ずⓓ高さ調整パイプと取付け穴のすき間にⓕコーキング材を充てん
してください。
・樹脂額縁面のねじ固定は、必ず指定の穴径のドリルで下穴をあけ、ⓐアリゲータープラグを差し込ん
でコーキング材を充てんしてください。

■取付け上のお願い
●図面中の記号は使用するねじ・部品の種類を表します。｢■使用部品一覧表｣を参照の上ご使用ください。
●枠は水糸などを張って、曲がりのないように取付けてください。
●ソリや伸びを防止するため、直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこすったりしないでください。
●樹脂部材ねじ止めの際は、締めすぎないでください。樹脂が割れたり、ねじが貫通したりするおそれがあります。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●本製品の下枠補強材を取付けると、外窓の障子が外せなくなるおそれがあります。
●�本製品は、｢ユニット納まり｣仕様です。取付け面がユニット納まりであることを確認してください。又、納まりタイプによって
取付け方法が異なり、サイズによって取付けできない場合がありますので、事前に納まり・額縁寸法を確認してください。

ⓐ ⓑ ⓒ

アリゲーター
プラグ

皿木ねじ
φ3.1×20

皿ドリルねじ
φ4×13

■取付けねじ部品セット

※高さ調整パイプは納まりによってタイプが異なります。

ⓓ ⓔ ⓕ

高さ調整
パイプ

トラスタッピンねじ
（ボンデッドワッシャー付）

φ5×90

コーキング材

■下枠補強材部品セット ■アルミ額縁用取付部品ねじセット（別売品）
ⓖ ⓗ

ウェルナット 皿小ねじ
M4×18

■使用部品一覧表

a 額縁面

外窓下枠
（アングル
 立ち上がり）

調整材
額縁

下枠
補強材

コーキング

框上部ブロック
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2下枠補強材の取付け
①�取付け位置が納まりによって異なります。
　現在の外窓と額縁の納まりが以下、A〜Cのどのタイプにあてはまるかを確認してください。
※現在取付けされている額縁見込み寸法が最低寸法以上あることを確認してください。

2下枠補強材の取付け

A：トステムユニットバス納まり B：外窓アングル付納まり C：外窓アングルなし納まり

②下枠補強材の端部チリを合わせて配置してください。
　アルミ両端部のチリを均等にして、下図A〜Ｃの各
位置に配置します。
※室内・室外位置は、納まりによって異なりますので
下図参照してください。
※下枠補強材が水平にならない場合は調整材を使用し
てください。

A：トステムユニットバス納まり B：外窓アングル付納まり C：外窓アングルなし納まり

最低寸法：103mm 最低寸法：105mm最低寸法：119mm

配置位置0
取付け穴

下枠補強材

けがき点

配置位置3
取付け穴

下枠補強材

けがき点

配置位置0
取付け穴

下枠補強材

けがき点

下枠補強材

目安4mm

目安4mm下枠補強材

額縁

調整材

※下枠補強材端部のバックアップ材がもぐり込んで
いる場合は、4±1mm程度、取出してください。

バックアップ材 4±1mm下枠補強材

■取付け順序 ■取付け詳細
1取付け開口部の確認 1取付け開口部の確認

・開口部の水勾配が1°以上の場合は、
下図のように下枠補強材が水平にな
るように調整材などを張付けてくだ
さい。枠・障子の外れや脱落の原因
になるおそれ
があります。

注　意

※調整材は、右図
のように下枠補
強材リブが乗る
位置に配置して
ください。

 お願い 調整材
額縁

下枠
補強材

調整材

額縁

リブ

下枠補強材

※枠取付時に、取付面のユニットバスの注意・お願いラベルが隠れる場合は、お施主さまに確認して対応
方法を相談してください。

 お願い 

Ｗ1

Ｗ2

Ｗ3
Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3

図1
上

±1.5mm

下
±1.5mm

縦
±1.5mm

縦
±1.5mm

図2 図3

L1

L2

L1ーL2≦3mm
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③取付穴にあわせて下穴をけがいてください。
※けがき難い場合は、同梱のⓔトラスタッピンねじで
けがいてください。
④けがきにあわせて額縁にドリルでφ12.5mmの穴
をあけてください。（額縁下部に発泡材のスペーサー
がある場合は窓台上面まで穴をあけてください）

⑤ⓓ高さ調整パイプを額縁にあけた穴に挿入し、取付穴とⓓ高さ調整パイプのすき間にⓕコーキング材を
充てんします。
※高さ調整パイプを額縁内に落とさないようにしてください。
※高さ調整パイプは納まりによって異なります。ダブル（トリプル）パイプは高さ調整し、額縁上面と同じ
高さになるようにしてください。　　

納まりAタイプ 納まりBタイプ

⑥もう一度下枠補強材をあて、取付け穴部にⓕ
コーキング材を充てんしてください。
⑦ⓔトラスタッピンねじ（ボンデッドワッシャー
付）φ5×90で取付けてください。

ドリル

下枠補強材

発泡材スペーサー
窓台窓台上面

▼

シーリング

※取付け穴部まわりに
コーキング材を充て
んしてください。

※取付ねじが共回りし
てしまうため、パイ
プの中にはシール
を充てんしないで
ください。

　同梱のⓔのねじを加工した取付穴へ差し、額縁上面まで
の高さを採寸して別売品の高さ調整パイプを調整してか
ら挿入してください。
※納まりCの場合、高さが10mm未満の場合は、更にドリル
で窓台を掘り額縁面とパイプの高さが合うようにしてくだ
さい。

ⓕコーキング材

ⓓ高さ調整
　パイプ

●納まりB・Cタイプの場合

加工した
取付け穴
（額縁上面）

ⓔトラス
　タッピンねじ 額縁上面

▼

深
さ
A

深さを採寸

A
寸
法

パイプを高さ調整

※パイプの高さをA寸法になるように調整

下枠補強材
シーリング

ⓔトラスタッピンねじ
　（ボンデッドワッシャー付き）φ5×90

・樹脂額縁下面へ下枠補強材を固定す
る際は、必ず樹脂額縁から窓台まで
の高さを確認し、ⓓ高さ調整パイプ
を差込み樹脂額縁面と同じ高さにし
てねじ固定をしてください。枠・障
子の外れや脱落の原因になるおそれ
があります。
・下枠補強材を固定する際は、必ずⓓ
高さ調整パイプと取付け穴のすき間
にⓕコーキング材を充てんしてくだ
さい。漏水の原因になるおそれがあ
ります。

注　意

ダブル
パイプ

トリプル
パイプ

シングルパイプ
長さ11mm

上側

下側
※片方を回転させると
　高さ調整ができます。

上側

又は
下側

※片方を回転させると高さ調整ができ
ます。

※必ず事前にA寸法を調査し、手配し
た別売品の「高さ調整スペーサー」
をご使用ください。

・下枠補強材の取付穴加工は窓台上面ま
で行ってください。枠・障子の外れや
脱落の原因になるおそれがあります。

注　意

納まりCタイプ
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縦枠

室内側
ラベル

縦枠

室内側
ラベル

縦枠

室内側
ラベル

4縦枠の取付け

●樹脂額縁面のねじ固定は、必ず指定の穴径のド
リルで下穴をあけ、ⓐアリゲータープラグを差
し込んでⓕコーキング材を充てんしてください。
漏水の原因になるおそれがあります。
●枠・障子の外れや脱落の原因になるおそれがあ
りますので、下記事項をお守りください。
・額縁にねじで固定後、ゆるみ・ガタツキのない
ことを確認してください。
・アルミ額縁の場合は下記事項をお守りください。
i）別売品のⓖウェルナットをご使用ください。
i）枠を別売品のⓗ皿小ねじで固定する際、2N・m
｛20kgf・cm｝以下のトルクで締付けてください。

注　意

※縦枠の位置だしは
右図のように下枠
補強材上面の溝の
ラインにあわせ、
額縁室内側から均
一にしてください。

※�縦枠の向きは縦枠に張ってある
ラベルを参照してください。

引違い2枚建

4縦枠の取付け

①�開口部に縦枠をあて、縦枠にあい
ている穴に合わせて下穴を�
けがきます。
②�けがきに合わせて額縁にドリルで
φ5の下穴（深さ25〜30mm）を
あけます。
※アルミ額縁の場合は、φ8の下穴
をあけてください。
③�ⓐアリゲータープラグを下穴に差
し込みます。
※アルミ額縁の場合は、ⓖウェル
ナット（別売品）を使用します。
④ⓐアリゲータープラグの中にⓕ
コーキング材を充てんします。
⑤�もう一度縦枠をあて、ⓑ皿木ねじ
φ3.1×20で固定します。
※アルミ額縁の場合は別売品のⓗ皿
小ねじM4×18を使用してくだ
さい。

※室内側のⓐアリゲータープラグを
差込み時、額縁下地材と干渉して
最後まで差込できない場合は先端
をカットしてください。

 お願い 

※�アルミ額縁の場合は、別売品の取付部品
セット内のウェルナット・取付けねじをご
使用ください。

ラベル

室内側

ⓐ

縦枠

ⓑ

室内側
ラベル

ⓖウェルナット

ⓐアリゲーター
　プラグ

■樹脂額縁の場合

■アルミ額縁の場合

額縁

均
一
に
す
る

縦枠

溝
溝にライン
を合わせる

先端カット

フランジ部

先端側

3下枠補強材のコーキング① 3下枠補強材のコーキング①
●下枠補強材端部と額縁下部コーナーにマスキングテープを張り、下枠補強材の両端部にコーキング材を
充てんします。
※調整材を使用している場合は、下枠補強材（室内側）と額縁下面にコーキング材を充てんしてください。

※コーキング材を充てんした
際、下枠補強材上面と同じ
高さになるようにしてくだ
さい。

お願い

シーリングシーリング

コーキング材

下枠補強材
排水弁

マスキング
テープ

室
内
側

室
外
側

調整材使用時のみ
コーキング

マスキングテープ

下枠補強材

額縁

シーリング

下枠補強材

・調整材を使用した場合、必ずⓕコーキング材で下枠補強材の排水弁をふさがないよ
うに充てんしてください。漏水の原因になるおそれがあります。

注　意

※ⓐアリゲータープラグはハンマー
などでたたき込み額縁とプラグの
フランジ部が2mm以内にしてく
ださい。最後まで差込みできなく
ても問題ありません。

 お願い 

◀額縁面

2mm

ⓐ

フランジ部
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①�下図のように両縦枠下部（下枠はめ込み部）にコーキング材を充てん
した後に、下枠を右図のように内側にたわませてはめ込みます。
※この時、室内側ラベルが室内側にくるようにしてください。
②�ⓒ皿ドリルねじφ4×13で、下枠を下枠補強材にねじ止めします。6下枠の取付け

6下枠の取付け

■B部詳細図
※�はめ込みの際に、縦枠のシール材
がめくれないように注意してくだ
さい。
※はめ込み前に縦枠下部（下枠はめ
込み部）にコーキング材を充てん
してください。

5上枠の取付け

5上枠の取付け

■A部詳細図
※�はめ込みの際に、縦枠のシー
ル材がめくれないように注意
してください。

A部

●ⓑ

上枠

●ⓐ

①�上枠を下図のように内側にたわませてはめ込みます。この時、室内側ラベルが室内側にくるようにしてください。
②�上枠にあいている穴に合わせて下穴をけがきます。
③�けがきに合わせて額縁にドリルでφ5の下穴（深さ25〜30mm）をあけます。
※アルミ額縁の場合はφ8の下穴をあけてください。
④�ⓐアリゲータープラグを下穴に差込みます。
※アルミ額縁の場合は、ⓖウェルナット（別売品）を使用します。
⑤ⓐアリゲータープラグの中にⓕコーキング材を充てんします。
⑥�もう一度上枠をはめ込み、ⓑ皿木ねじφ3.1×20で固定します。
※アルミ額縁の場合は別売品のⓗ皿小ねじM4×18を使用してください。

ロットNo,
表示位置
左縦枠上部

シール材

シール材

コーキング材 B部

室内側ラベル

下枠

ⓒ

上枠

室内側ラベル

室内側ラベル

下枠

7枠まわりのコーキング処理と
　下枠補強材のコーキング②

7枠まわりのコーキング処理と下枠補強材のコーキング②

※枠の四隅にマスキングテープを張り、コーキ
ング材を充てんします。

■C部詳細図

【枠まわりのコーキング処理】 【下枠補強材のコーキング②】
※下枠補強材の室外側と外窓アングルにマスキング
テープを張り、下枠補強材と外窓アングル（外窓下
枠）との間にコーキング材を充てんします。

コーキング

C部
下枠補強材マスキング

テープ

コーキング

コーキング

外窓アングル

外窓アングル
もしくは
外窓下枠

下枠補強材

※�アルミ額縁の場合は、別売品の取付部品
セット内のウェルナット・取付けねじをご
使用ください。

●樹脂額縁面のねじ固定は、必ず指定の穴径のドリルで下穴をあ
け、ⓐアリゲータープラグを差し込んでⓕコーキング材を充て
んしてください。漏水の原因になるおそれがあります。
●枠・障子の外れや脱落の原因になるおそれがありますので、下
記事項をお守りください。
・額縁にねじで固定後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。
・アルミ額縁の場合は下記事項をお守りください。
i）別売品のⓖウェルナットをご使用ください。
i）枠を別売品のⓗ皿小ねじで固定する際、2N・m｛20kgf・cm｝
以下のトルクで締付けてください。

注　意  お願い 

先端カット

フランジ部

先端側

※ⓐアリゲータープラグはハンマー
などでたたき込み額縁とプラグの
フランジ部が2mm以内にしてく
ださい。
　最後まで差込み
　できなくても
　問題ありません。

 お願い 

◀額縁面

2mm

ⓐ

フランジ部

※室内側のⓐアリゲー
タープラグを差込
み時、額縁下地材
と干渉して最後ま
で差込できない場
合は先端をカット
してください。

室外側

室内側

戸当り

上下枠を縦枠室内リブにあてる

室内リブ

縦枠
上下枠

お願い
上下枠は、縦枠の室内リブにあてて取付け
てください。障子が縦枠の戸当りに正しく
当たらなくなるおそれがあります。
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8障子のはめ込み
●障子を下図の手順で建込みます。

8障子のはめ込み

室
外
側

室
内
側

❹

❶

❷

❸

9建付け調整

�障子外れ止めの固定　

■外れ止めの固定
●�障子建込み後、障子を左右どちらかに移動し、下表の位置に外れ止めを移動し、外
れ止めの㋺のねじ（2個）で固定します。
※㋺のねじは締めすぎないでください。部品が外れる場合があります。�

※�変則2枚建については、障子を閉めた状態で、
外れ止めが掛かる位置で固定してください。

○：風止め板位置　●：外れ止め固定位置
2枚建

120 120

CL

■外れ止めの調整
●�外れ止め固定後、外れ止めのねじ㋑を締めて外れ止めを下げます。
※�障子の開閉に支障のない高さまで下げてください。
※�内障子を持ち上げて外れないことを確認してください。
※�外れ止めの高さを調整する場合は、㋑のねじで調整してください。
※�変則2枚建の時は障子を閉めた状態で外れ止めが機能します。

■障子の外し方
●�外れ止めの㋑と㋺のねじをゆるめて端に移動した後、障子を取外してください。

■戸車調整
●�プッシュボタンをいった
ん外して調整します。
　�（調整後はプッシュボタン
を押込んでください。）

■クレセント調整
【上下方向の調整】
（クレセント本体）
①�キャップを外します。
②�プラスドライバーでねじを
ゆるめてクレセント本体を
上下に動かします。
※�調整後はしっかりねじを締
めて、キャップをしてくだ
さい。

クレセント受け

召内框

クレセント
本体

キャップ

クレセント
受け

【左右方向の調整】
（クレセント受け）
●�プラスドライバーで
ねじをゆるめてクレ
セント受けを左右に
動かします。

プッシュ
ボタン

召内框

上がる

下がる

■掛かりの確認
●�各内障子上部に赤色表示が見えなくなることを、開口Ｗ中央部
で確認してください。
※�各外障子は内障子と同じ障子と上枠レールの掛かりになってい
ることを確認してください。
※�3枚建障子などで、開口Ｗ中央部で確認できない場合は、
　確認箇所を開口Ｗ中央に一番寄せた状態で確認してください。

●�障子の建込み後、赤色表示が見える場合は、障子と上枠レールの掛かりが少
ない状態です。赤色表示が見えなくなるまで、必ず建付け調整や有償品の平
板等を使い、開口を修正してください。障子が脱落するおそれがあります。

注 意

赤色表示は上枠下
端の正面から確認
してください。

外れ止め上枠

㋑ねじ
㋺ねじ

框上部ブロック

上框
召合せ框

上枠

上框
上枠

召合せ框

召合せ框
上部

赤色表示が
見えない

赤色表示が
見える




